
八
幡
図
書
館
活
用
２
案

市
民
団
体
が
具
体
的
提
案
ヘ

「
景
観
と
住
環
境
を
考
え
る

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

「村

野
藤
吾
と
産
業
遺
産
の
ま
ち

・

八
幡
た
て
も
の
応
援
団
」
共
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産

と
八
幡
の
都
市

。
建
築

。
歴
史

そ
の
魅
力
を
ど
う
活
か
す
の

か
」
が
４
月
１７
日

（日
）
午
後
、

八
幡
東
区
の

「
レ
デ
ィ
ス
や
は

た
」
（八
幡
市
民
会
館
横
）
で

開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。

村
野
藤
吾
設
計
の
八
幡
図
書

館
、
八
幡
市
民
会
館
と
も
に
既

に
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
市
は
４

月
２２
日
に
旧
九
州
国
際
大
学
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
八
幡
図

書
館
を
移
転
し
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。
そ
の
後
、
旧
図
書
館
は

解
体
す
る
と
し
て
い
る
。

主
催
団
体
の
１
つ
、
同
応
援

団
メ
ン
バ
ー
で
建
築
士
の
大
橋

智
子
さ
ん
は
、
旧
八
幡
図
書
館

の
具
体
的
な
活
用
策
を
提
案
。

近
く
、
北
橋
健
治
市
長
や
市
病

院
局
長
、
市
議
会
等
に
提
案
書

を
渡
し
、
建
物
保
存
に
む
け
て

再
考
を
促
し
た
い
意
向
を
示
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
一円
内

閣
官
房
参
与
で
弁
護
士
の
五
十

嵐
敬
喜

・
法
政
大
学
名
誉
教

授

と
、
市

原
猛

志

・
九
州
大
学
助

教
、
元
在
オ
ラ
ン

ダ
大
使
の
東
郷
和

彦

・
京
都
産
業
大

学
教
授
の
３
人
が

八
幡
に
残
る
近
代

化
遺
産
を
ど
う
活

か
す
の
か
を
講
演

し
、
「
ス
ト
ー
リ

ー
性
や
永
続
性
が

大
事
」
な
ど
提
案

し
た
。
元
外
交
官

の
東
郷
さ
ん
は
浜

松
市
で
の
建
物
保

存
を
求
め
た
事
例

を
紹
介
し
、
「
共

通
す
る
も
の
が
あ

る
。
繰
り
返
し
て

も
ら

い
た
く
な

会場一杯となつたシンポジウム
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逃
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

日
本
で
さ
え
な
け
れ
ば
ど
の
国

で
も
オ
ー
ケ
ー
の
朝
鮮
王
室
は

こ
の
期
間
に
か
な
り
な
利
権
を

ァ
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
な
ど
に
も
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
「列
強
」
な
ん
ぞ
と

い
う
も
の
は
、
結
局
は
日
本
と

同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
と
悟

っ
た
の

か
、
昌
徳
宮
に
還
御
し
て
か
ら

は
日
本
も
入
れ
て
適
当
に
ば
ら

撒
い
た
さ
つ
だ
。

朝
鮮
王
宮
が
１
８
９
６
年
～

１
９
０
４
年
ま
で
に
諸
外
国
に

認
め
た
利
権
の
一
覧
表
を
な
が

め
て
み
る
と
、
ロ
シ
ア
以
外
は

鉄
道
敷
設
権
と
い
う
の
が
目
立

ッ
テ
の
も
と
で
す
で
に
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
の
建
設
が
起
工
さ
れ
て

お
り
、
李
鴻
章
と
の
露
清
同
盟

密
約

（１
８
９
６
年
）
で
東
支

鉄
道
敷
設
権
を
得
て
い
る
の

で
、
朝
鮮
ま
で
手
を
伸
ば
す
必

要
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て

も
乗
客
か
ら
の
乗
車
運
賃
収
入

に
そ
ん
な
に
列
強
が
目
の
色
を

変
え
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の

東
支
鉄
道
敷
設
権
が
日
露
戦
争

を
招
く
の
で
あ
る
か
ら
、
血
を

血
で
洗
う
欲
得
の
見
返
り
は
何

な
の
か
し
っ
か
り
知

っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

「鉄
道
」
と
は
地
面
の
上
に

２
本
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
そ
の

い
」
と
話
し
た
。
司
会
は
、
建

築
家
の
末
廣
香
織

・
九
州
大
学

大
学
院
准
教
授
が
務
め
た
。

大
橋
さ
ん
が
示
し
た
、
八
幡

図
書
館
活
用
案
は
２
つ
。
官
営

八
幡
製
鐵
所
本
事
務
所
が
昨

年
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

が
、
「
八
幡
の
街
は
活
気
づ
い

て
い
な
い
」
と
し
て
、
「鉄
と

世
界
遺
産
の
街
を
感
じ
さ
せ
る

駅
前
」
つ
く
り
を
提
案
し
、
同

図
書
館
を

「鉄
と
産
業
遺
産

・

近
代
化
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
活
用
す
る
案
を
展

示
。
ま
た
、
横
に
建
設
さ
れ
る

新
八
幡
病
院
と
の
連
携
を
踏
ま

え
、
困
難
な
病
と
闘
う
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
ウ
ス
」
も
提
案
。
近
年
、
保

険
会
社
な
ど
が
運
営
す
る
事
例

も
増
え
て
い
る
。
両
案
と
も
各

フ
ロ
ア
の
活
用
も
示
し
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
を
民
間
事
業
者
が
活
用
す

る
の
で
、
行
政
は
家
賃
収
入
が

得
ら
れ
る
と
し
、
多
額
の
税
金

投
入
で
は
な
い
手
法
も
紹
介
し

た
。


